
森林・林業・木材産業の現状

    ※ＦＳＣ森林管理認証制度：

　　　環境に配慮した一定の基準、企画等を

　　　満たす森林経営が行われている森林を

　　　認証する制度のことで国際ＮＧＯ組織

　　　ＦＳＣ（森林管理協議会）により行わ

　　　れているもの

本県は、県土面積の７８％（34万7千ha）を森林が占め、森林率は、高知県、岐阜県、島根県、長野県

に次ぐ全国第５位と、有数の森林県である。

所有形態別では、国有林が４，６４５ｈａ(1%)、県有林が１５８，２４３ｈａ(46%)、民有林が１８４，５０７ｈａ

(53%)と、明治末期の水害からの復興のため、県内の入会御料地のすべて(約16万4千ha) が県に御下

賜(明治44年)されたことにより、県有林が占める割合が全国一と、県有林が多く、原木の安定供給が可

能となっている。

県有林は、世界基準により森林を認証する「FSC森林管理認証」を公有林では全国で初めて取得

(H15.4)し、認証材製品としての販売が可能である(認定面積14万3千ha全国1位）

森林の現状

人工林・天然林別森林面積では、人工林が１５３，４９８ha、天然林が１７１，９０５ha、その他２１，９９２ha

となっており、人工林が、森林全体の44％を占め、樹種構成では、建築用材となるスギ・ヒノキ・アカマツ

・カラマツの４樹種がほぼ均等に存在する。

参考資料

○認証取得面積上位５者

認証取得者 面積(ha)

山梨県 143,000

三井物産（株） 44,417

天竜林材業振興協議会 43,238

(社団法人)兵庫みどり公社 25,165
日南町森林組合 19,529

H26.3.31現在 H26.3.31現在

出典：山梨県林業統計書

H26.3.31現在

出典：山梨県林業統計書
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造成された人工林が生長した結果、蓄積量は年々増加し、３５年前の約２．５倍の６，９７７万m3となり

量的には充実してきている。

人工林の齢級構成をみると、木材として利用可能となる概ね５０年生以上（高齢級）が年々増加してお

り、平成２６年３月末現在では４８％であるが、現状のまま推移した場合、１０年後には７７％まで増加す

ると見込まれる。

出典：森林簿集計データ

※ 平成26年3月31日現在
※ 齢級の単位は５年（林齢１～５年生が１齢級）

出典：山梨県林業統計書
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森林被害の状況

林業の現状

本県の林業生産額は平成２２年度には増加に転じたが、２８年前と比較する３分の１程度であり、特に

特用林産物の生産額が著しく減少している。
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出典：森林整備課 資料

本県での松くい虫による被害は、昭和５３年に初めて確認され、近年では減少傾向がみられるものの、

富士北麓地域等の標高の高い地域に被害が拡大しており、平成２６年度には被害材積７，６９８m3と

なっている。
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国産材丸太の全国価格は、昭和５５年のヒノキ１m3当たり７６，４００円、スギ１m3当たり３９，６００円を

ピークに長期的な下落傾向にある。
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（全国）

素材生産量は、昭和３５年の７２万m3をピークに減少し、平成１４年には４万４千m3にまで減少した。

しかし、平成２１年には木材チップ生産量の拡大から１６万５千m3に急増したが、以後横ばいの状況と

なり、平成２６年度には１５万６千m3となっている。
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県内の高性能林業機械の保有台数は、年々増加傾向にあるが、県別の平均保有台数の５割程度に

留まっている。
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特用林産物の生産量は、減少傾向にあり、特に生しいたけの生産量は昭和５５年度には１，６３５ｔで

あったが、平成２５年度には１７８ｔまで落ち込んでいる。
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木材産業等の現状

新設住宅着工戸数は年々減少傾向にあったが平成２２年度以降持ち直し、木造率についても増加

傾向にあり、平成２５年度には７９％を占めている。
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429

253 251

150

77

38
22

15

290

217

190

146

109

70

43
32

0

50

100

150

200

250

300

0

50

100

150

200

250

300

350

400

450

500

Ｓ55 Ｓ60 H2 H7 H12 H17 H22 H26

工場千ｍ３ 製材品出荷量及び製材工場数の推移

出荷量

工場数

出典：農林水産省 「木材統計調査」

6



木材チップ工場数は、１０年前の半分以下まで減少したが、木材チップ生産量は需要量の拡大から平

成２１年度に急増し、平成２６年度には６万８千トンとなっている。

出典：農林水産省 「木材需給報告書」
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森林公園（武田の杜、金川の森、県民の森）の利用者数は、天候等の影響とみられる増減はあるが、

毎年４０～４５万人で推移し、近年は増加傾向を呈している。
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出典：県有林課 資料

森林空間の利用の現状

県内の森林ボランティア団体数は、年々増加し、平成１７年度の１８団体から平成２６年度には８８団

体となっている。

出典：林業振興課 資料
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野生鳥獣捕獲の担い手である狩猟者は年々減少し、平成２６年度の狩猟免許所有者数は、昭和６０

年度の半分以下となっている。また、６０歳以上の割合が６５％と高齢化が進行している。
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県内の林業就業者は、平成２２年には９４８人となり、平成１７年に比べると１３９人増加しているが、林

業の高齢化率（６５歳以上の就業者の割合）は１８．０％で、全産業平均の１２．７％を上回っている。
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担い手の現状
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林業の新規就業者数は、平成１９年度から増加傾向を呈し、平成２２年度には７４人であったが、近年

は４０～６０人の間で推移している。

出典：林業振興課 資料
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